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［目的］ 本研究の目的は、◯◯◯◯◯◯◯◯◯◯◯◯◯◯◯◯◯◯◯◯◯◯◯◯◯◯◯◯◯◯◯◯◯◯◯◯ 要旨本文（main text）：日本語フォントはMS明朝、英語フォントにはTimes New Romanを使用してください（11 pt）◯◯◯◯◯◯◯◯◯◯◯◯◯◯◯◯◯◯◯◯◯◯◯◯◯◯◯◯◯◯◯◯◯◯◯◯◯◯◯◯である[1]。
［方法］ ◯◯◯の解析は、◯◯◯◯◯◯◯◯◯◯◯◯◯◯◯◯◯◯◯◯◯◯◯◯◯◯◯◯◯◯◯◯◯◯◯◯◯を用いて行った[2]。◯◯◯◯◯◯◯◯◯◯◯◯◯。
［結果・考察］ ◯◯◯について、◯◯◯◯◯◯◯◯◯◯◯◯◯◯◯◯◯◯◯◯◯◯◯◯◯◯◯◯◯◯◯◯を比較したところ、◯◯◯◯◯◯◯◯◯◯◯◯◯が明らかになった。
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